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知的財産報告書 ２０１３年版 発行にあたって 

 井関グループは、「農業と農業機械」を経営の基軸とし、その開発、生産、販売を通して商

品の機能・性能・品質・コスト・サービス競争力を強化し、商品の差別化や優位性の確保によ

る市場競争力の向上に努めております。農業機械、農業関連商品等のコア技術の創造活動

と、その活動で得られた知的成果である発明や創作等を戦略的な知的財産活動によって権

利化と活用を図り、新たな創造に繋げる知的財産を重視した事業活動に取り組んでいます。 

 「知的財産報告書 ２０１３年版」では、研究開発の取り組み、発明の創出と特許戦略、商品

デザイン・商標の取り組み、グローバル化への対応、新商品の特徴と技術、知的財産体制、

保有特許権や発明表彰、知的財産に関するリスク情報等についてご報告します。 

 

[注意事項］ 

１．本報告書は情報提供を目的としており、本報告書により何らかの行動を勧誘するものではありません。 

２．本報告書に記載されている当社の見通し、計画、方針、見込み、戦略、事実認識等、将来に関する記 

   述をはじめとする分析は、当社が現在入手している予測、想定、計画等の情報に基づくものであります。 

３．予測を行うには、すでに実現した事実以外に、一定の前提を使用しています。その前提については、 

客観的に正確である、あるいは将来実現するという保証はありません。その前提は、内外国の技術や 

 需要動向、 経済情勢、競合等の状況にかかわるものであり、前提が変化する結果、本報告書で述べ 

  られている、すでに実現した事実以外の事項は変更する可能性があります。 

４．本報告書に記載している特許公開件数、保有権利数等の知的財産データは、当社単独によるものであ 

  り関連会社を含んでいません。 
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ごあいさつ

 

井関グループは１９２６年の創業以来、農業機械の総合専業メーカーとして、わが国農業の近

代化を追求してまいりました。その間、一貫して農業の効率化、省力化を追求し続け、その過程に

おいて数々の革新的な農業機械を他に先駆けて開発し、市場に供給してまいりました。 
 

 世界人口の増加と食糧問題、また今日の食料自給率や国土保全の問題を考えるとき、農業機

械メーカーの社会的使命はますます重要になってくると考えております。井関グループは「需要家

に喜ばれる製品の提供」を通して、わが国ならびに世界の農業に貢献することを経営の基本理念

としてこれからも活動を続けてまいります。 
 

 井関グループは、稲作、畑作等に関連する農業機械の開発、製造、販売を主な事業内容とし、

お客様の目線に立った省エネ・低コスト農業を応援する高品質、低価格の商品の提供と、農家の

皆様に活用していただくための低コスト農業に役立つ技術の提案を行うなど、ハードとソフトの両

面から積極的な事業活動を展開しております。また、グローバル展開を加速するため、多様化す

る市場ニーズにマッチした商品開発と地域に根ざした事業展開を図ってまいります。これらの事業

活動について、お客様、株主の皆様、投資家・アナリストの方々をはじめとするステークホルダー

の皆様に対し、経営戦略や活動の成果などの企業情報を、積極的かつタイムリーに開示するよう

努めております。 
 

 井関グループでは、知的財産を事業推進のための重要な経営資源と位置づけ、従来より有価

証券報告書や会社説明会、新商品発表会などの機会を通じて研究開発活動と成果をご報告して

おります。 
 

 本書では、井関グループの研究開発の考え方、活動、成果としての知的財産の状況と活用等に

ついてご報告いたします。井関グループの研究開発及び知的財産を重視した取り組みを皆様に

ご理解頂ければ幸甚に存じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      代表取締役社長 
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研究開発の指針

 

わたしたち井関グループは変化する農業の中で、「農業

機械を通じて社会に貢献する」という使命を抱き、技術者

一人ひとりが「技術精神」に則って創造的な研究開発を行

っています。蓄積した全ての技術を活用し、お客様の視点

に立った顧客満足度の高い商品とサービスを提供するこ

とにより、農業に貢献してまいります。そして、これからも

ずっと農業と共に歩んでまいります。 

研究開発投資については、中長期的展望に立って需要と市場動向を予測し、計画的な投資を

行っています。なお、２０１２年連結会計年度の研究開発費は約４３億円であります。 

 
研究開発の方向性

 

農業機械技術、農機関連商品技術、海外商品技術の全ての領域において、「満足」、「安全」、

「安心」、「環境」の４つのキーワードを「ものづくりの原点」とし、３つの領域にそれぞれ方向性を定

め、研究開発を推進しています。特に、「低コスト農業」「省エネ」に重点を置いた研究開発により

「豊かで持続発展可能な社会」の実現を目指します。 

 

農業機械を通じて社会に貢献

 技 ・常に一歩を先んじる
 術 ・商品理念に徹する
 精 ・技術総力を発揮する
 神 ・アイデアを売り込む

創造的研究開発
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１．農業機械技術 

1) トラクタ  高効率の無段変速制御技術、振動・騒音低減による作業環境改善技術、排気ガス

浄化装置搭載・燃料制御等による環境対応技術、水田・畑作管理作業に優れた走行性向上技

術や作業精度向上技術、担い手農家への経営支援技術、走行及び作業安全性向上技術、ユ

ニバーサルデザインを追求した操作性向上技術の研究開発に取り組んでいます。 

2) 田植機  自律直進制御技術、作業負荷を軽減する省力化制御技術、変速操作及び旋回操

作等の操作性向上技術、大規模担い手向けの高速・高精度植付技術、エンジン制御及び電動

化等による省エネ・環境対応技術、低コスト農業支援技術、田植前後作業の省力化技術の研

究開発に取り組んでいます。 

3) コンバイン  エンジン燃焼効率の向上・排気ガス浄化装置の搭載等による環境対応技術、

騒音低減による作業環境改善技術、選別能力向上・穀粒排出作業性向上・穀粒回収率向上等

による収穫作業の省力化技術、作業安全性向上技術の研究開発に取り組んでいます。 

4) 乾燥調製機  乾燥機は、灯油以外のエネルギーによる乾燥方法、排風を再利用するヒート

リサイクル技術をさらに発展させる省エネ・高速乾燥技術等の研究開発に取り組み、籾すり機

は、操作性向上技術、残米低減技術の研究開発に取り組んでいます。 

5) 野菜作機械  水稲技術で培ったノウハウを活用して、育苗・土作り・移植・栽培管理・収穫・

調製の野菜作一貫体系を進め、操作性・作業性向上技術、低コスト・省力化技術、環境対応技

術、地産地消支援及び新たな作物への研究開発に取り組んでいます。 

6) 耕うん機・管理機  取り扱いやすさを追求した技術、オペレータの安全性向上技術の研究開

発に取り組んでいます。 

7) エンジン  農業機械特有の作業性能を最大限に発揮するエンジン制御技術、高地作業に適

したエンジン性能補償技術、低振動・低騒音化技術、排気ガス浄化装置の搭載による排気ガス

のクリーン化技術、燃料噴射制御等による低燃費化技術の研究開発に取り組んでいます。 

２．農機関連商品技術 

高品質・高収量を目指した農産物ハイテク生産システムの環境型植物工場、農業施設用情報

化技術、バイオマス関連技術、播種育苗施設の省力化技術、野菜育苗の多品種汎用技術の研

究開発に取り組んでいます。また、精米後の糠処理に関する技術の研究開発に取り組んでいま

す。 

３．海外商品技術 

欧州向けには、軽量・コンパクト・低コストを追求するトラクタ、無段変速装置の制御により走行

操作性や燃費の向上を追求するトラクタ、また、傾斜地での良好な走行を追求したガーデン機械

の研究開発に取り組んでいます。 

北米向けには、排気ガス浄化装置の機能向上やシンプル構成・低価格のトラクタの研究開発に

取り組んでいます。 

中国向けには、現地特有の作物条件や圃場条件に対する適応性を向上させることにより作業

の能率や精度の向上と省力化を図り、油圧系や作業部等の高耐久化やメカ制御技術等による低

価格化を追求した田植機・コンバイン・野菜作機械の研究開発に取り組んでいます。 
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韓国・台湾向けには、日本国内と同様に高能率・高機能でさらに高耐久のトラクタ・田植機・コン

バインの研究開発に取り組んでいます。 

東南アジア向けには、現地条件に適応する高耐久で低価格のトラクタ・田植機の研究開発に取

り組んでいます。 

このように、市場条件に適応した商品開発を進めると共に、海外市場の低価格化への流れに応

えるために、商品の低コスト設計を推進しています。 

 
知的財産戦略 

１．発明の創出・特許戦略 

競合他社の技術動向を分析し、自社のコア技術の位置

付けを明確化すると共に、競合メーカの研究開発の方向

性を明らかにし、研究開発テーマや技術開発の方向を策

定する等、技術・企画を含めた全社の共有情報として事

業戦略・研究開発戦略の構築資源としています。 

また、コア技術、コア技術に関連する有望技術、市場

動向等から開発・営業を含む全社の総意に基づいて技術

テーマを設定し、この技術テーマ毎に創造性手法を用い

た独自の発明提案活動を推進し、発明の「質」の向上と

「量」の拡大を図っております。 

技術者は発明・創作に対する強いこだわりと旺盛な意

欲を持っており、近い将来実用化する技術に関する発明

が活発に創出されています。提案された発明は社内規程

と審査基準に基づく厳しい選別を受け、当社独自の特許

出願効率化策を用いて積極的に出願し、特許網を構築し

て商品開発の優位性の確保に努めています。 

２．意匠・商標戦略 

魅力あるデザインと親しみ易いペットネームはそれぞれ意匠権、商標権として蓄積し、他社商

品と差別化・識別化し、商品デザインの保護強化及び当社ブランド価値の向上を図っています。 

商品デザインの考え方 
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商標の取り組み 

 

 

 

 

 

３．海外知的財産戦略 

海外においては、中国等のアジア諸国、米国、欧州をターゲットとした事業戦略に整合する厳

選した特許権・意匠権・商標権等の知的財産権の取得を進めています。 

事業活動のグローバル展開に伴い、各国別の市場動向や知的財産状況の分析精度を高め、

開発・海外担当部門及び各国弁理士と緊密に連携して、迅速な知的財産対応を図っています。ま

た、外国特許情報検索システムを活用し、各国における知的財産状況及び技術動向等から自社

技術を評価し、各国毎に実効性の高い技術を出願し、有効権利の取得と蓄積に努めています。 

 
研究開発及び知的財産体制 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
                                         

１．研究開発体制 

井関グループは、開発・製造・営業の各部門の総合力を発揮して研究開発を推進する体制を

構築しています。 

　　 知的財産法務部　 　

　社 長　

　開発製造本部　

発明提案

夢ある農業応援ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ推進部

先端技術

　技術部　

試験研究機関

販売会社

発明提案

技術部　

　開発ソリューション推進部　

市場動向・要望研究開発企画立案
発明提案

知財教育
知財情報

試験研究機関・大学

先端技術
実施技術

実証

　施設事業部　

知財教育
知財情報

　製造所　

　購買部　

ＶＥ活動

コスト構造改革推進部

ＶＥ企画・推進・支援

　技術部　

改善提案

発明提案

知財教育
知財情報

知財教育
知財情報

営農ソフト
先進技術の提案

　商品企画部　
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1) 技術部 

商品毎に研究開発を行う組織とし、それぞれに特有の技術及びノウハウの蓄積を図っています。

各地域における市場動向や要望から商品戦略と研究開発の方向性を示す商品企画部とともに 

研究開発の企画を立案して、国内・海外のお客様のニーズに迅速に対応する研究開発を行って

います。 

自己啓発やＯＪＴが効果的に推進されるように、毎年、経験年数に応じた階層別の知的財産教

育を実施し、レベルアップを図っています。２０１２年度の発明提案件数は２１,０００件を超え、先進

の技術と質の高い多数の発明が創出されています。 

２) 製造所 

長年培った製造技術で、品質が高く低コストの商品造りに努めています。品質向上・経費削減・

工数低減を図る改善提案制度を設けています。２０１２年度の改善提案件数は５７，０００件を超え、

品質の向上や製造の効率化を図っています。 

改善提案の中で優れた提案は、「文部科学大臣表彰創意工夫功労者賞」を受賞し、製造技術

力の高さが認められています。２０１３年４月には、（株）井関松山製造所の「エンジンクランクシャ

フト自動矯正装置の設計」が受賞し、この賞の累計受賞件数は１０件に達しています。 

また、コスト構造改革推進部の企画・推進・支援を基に、商品の設計・製造方法・部品調達方法

等の変更によるコストダウンを検討するＶＥ活動を行い、商品の低コスト化を図っています。 

３) 夢ある農業応援プロジェクト推進部 

農業を取り巻く環境が大きく変化している中、夢ある農業を実現するため、農業機械と営農ソフ

トの両面から農業経営を支援し、さらに低コスト農業支援を進めて儲かる農業を販売会社とともに

実証し提案しています。 

具体的には、低コスト農業支援の取り組みとして、当社が長年培ってきた「疎植栽培技術」は、

必要な苗量を大幅に削減できるとともに高品質なお米を生産できる技術として、疎植営農指導員

が農家の皆様に積極的に提案しています。さらに、「疎植栽培技術」を進化させ、高い播種密度の

マット苗を使用して疎植を行う技術により必要な苗量を一層削減できる「密播疎植」を提案してい

ます。 

また、東日本大震災の被災地を復興し、食料生産地

域として再生するための国の実証事業“食料生産地域

再生のための先端技術展開事業”に石川県農林総合

研究センターと共同研究中の「可変施肥田植機」をもっ

て参画しています。 

「可変施肥田植機」は、走行中に逐次検出される水

田土壌の作土の深さと肥沃度に合わせて施肥量を高

精度に制御することで過剰な施肥を回避し、「疎植栽

培技術」と合わせて更なる低コスト化を目指すことで、

これからの米づくりに貢献していきます。 
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４) 施設事業部 

大学や試験研究機関との積極的な交流によって、植物工場等の高度な施設事業に取り組んで

います。具体的には、愛媛大学と「農作物ハイテク生産システム」の植物工場に関する研究を進

めており、新たに、同大学と

ともに東日本大震災の被災

地復興を目的とした“先端農

業産業化システム実証事

業”に参画しました。スマート

アグリによって環境制御を行

う太陽光利用植物工場の設

計・施工、生育診断システム

の製作・実証、生育診断ロボ

ットの製作・実証等に取り組

んでいます。 

２．研究機関との連携体制 

当社は、大学や試験研究機関等の持つ優れた技術や研究成果等に着目し、共同して研究開

発を進め、研究開発の迅速化と効率化を図っています。 

 

 

３．知的財産体制 

井関グループは、知的財産法務部がグループ全体の知的財産の管理・指導・教育を行う一元

管理体制をとっています。 

知的財産法務部は、的確な知的財産管理を行い、質の高い知的財産権の取得と知的財産権

の有効活用を図っています。 

発明考案、権利の取得・管理、企業秘密情報等についての取り扱いを、就業規則、職務発明取

扱規程、商標取扱規程、井関グループ倫理行動規範、知財業務マニュアル等に定め、コンプライ

アンスの徹底を図っています。 

発明者には、これらの規程等の運用による発明承継対価、実施補償、社内外の表彰等によっ

て発明創作へのインセンティブを与えています。 
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発明の創作時から権利の放棄に至るまで規程・基準等により知的財産を厳格に管理していま

す。例えば、特許権の価値評価については、実施権利の価値を金額算定する「特許権の価値算

定基準」を設け、社会通念に適合するように逐次見直しながら自社の特許資産管理や権利交渉

等に活用しています。 

そして、井関グループ全体の創造性の活性化と技術総力を発揮するために、その根幹である

人材育成に注力し、知的財産教育・創造性教育を行っています。 

また、井関グループでは、毎年、技術研究発表会を開催しています。昨年度で通算２３回目とな

り、研究開発の成果を共有すると共に、討論による切磋琢磨にて互いに研鑽を積むことで、井関

グループ全体のスキルアップを図っています。 

 

 

 
知的財産の各商品での実施（具体例） 

１．農業機械技術 

トラクタ、田植機、コンバイン等の新商品について、特徴とその織込み技術を紹介します。 

1) トラクタ  簡単、快適、高効率

・高精度及び安全を追求し、自

動車感覚で簡単により安心して

操作できる「ジアスＮＴＡ」シリー

ズを開発しました。「Ｄモード」、「

デュアルクラッチトランスミッショ

ン」、「グリーンナビ」、「ノークラッ

チブレーキ停止」、「新ワンタッチ

作業切換ダイヤル」を備えてい

ます。 

Ｄモード  操作しやすいストレートチェンジ式の主変速レバーを後方のＤレンジにセットすると、

アクセルペダルの踏み込み操作に応じて主変速を自動で増・減速するアクセル変速に切り替わ

り、オートマ感覚で運転できます。 

デュアルクラッチトランスミッション  ２つの主変速軸に夫々独立した油圧クラッチ（デュアルク

ラッチ）を備え、油圧クラッチを切り替えるだけで変速操作が完了し、さらに２つのクラッチの圧力

制御パターンをきめ細かく設定することにより、変速ショックを低減し、快適で高精度な作業を実

現します。 
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ノークラッチブレーキ停止  ブレーキペダルを踏み込み操作すると、トランスミッションケース内

の走行系クラッチが低圧状態に制御されるため、減速・停止が行えます。また、ブレーキペダル

から足を放すと、走行系クラッチのクラッチ圧が接続状態に制御されそのままスムーズに発進で

きます。 

グリーンナビ  メータパネルに、５つのグリーンマーク      を液晶表示します。作業負荷に

応じて表示されるグリーンマーク数が増減し、現在の作業効率を確認できます。このグリーンマ

ーク数を目安にエンジン回転速度や変速段数を調整することにより、燃料の節約、作業効率の

向上が図れます。 

新ワンタッチ作業切換ダイヤル  走行時や耕うん時に便利な機能がダイヤルを回すだけで選

択できます。路上走行時の「走行」位置、耕うん作業をする場合の「耕うん」位置、あらかじめ設

定した作業状態を一括して再現する「こだわり」位置が選択できます。「こだわり」位置では、前

回の作業で設定していた各種自動制御機能や作業機の動作感度を再現します。後進時にロー

タリを自動で上昇させるバックアップ、ロータリの水平制御等、１０項目の設定が同時に再現で

き、作業操作性が向上します。 

また、ジアス「ＮＴＡ」シリーズをベースとして、低コスト農業を応援するジアス「NT」シリーズを

同時開発しました。シンプルな構成で低価格ながら、後進時や旋回時にロータリを上昇制御す

るバックアップやオートリフト等の基本性能を備え、市場の要望に応えます。 

さらに、ジアス「ＮＴＡ」及び「NT」シリーズの両方に、優れた駆動力と走破性を向上したセミク

ローラ仕様を開発しました。 

 

国内排出ガス３次規制適合エンジンを搭

載し、扱いやすく低価格で、より安心して作

業を行えるトラクタ「Ｔ．Ｊapan Ｘ」シリーズ

を開発しました。「快適キャビン」・「後輪ズ

ームトレッド」を備えています。 

快適キャビン  エアコンユニットを天井後

方部に配置し、前方視界を向上しました。C

Dラジオ･エアコンを標準装備し、長時間で

も快適な乗り心地で作業が行えます。 

後輪ズームトレッド  作物のうねに応じて５段階に油圧でトレッド調整ができます。中耕、防除

等異なるうね間へ素早くトレッドをあわせることができ、畑作管理作業に威力を発揮します。 
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2) 田植機  小型乗用田植機ＰＱＺシリ

ーズをさらに進化させた「ＰＱＺ３」シリ

ーズを開発しました。「さなえＺターン」・

「さなえ苗レール」・「さなえハンドル」・

「デラックスステップ」を備えています。 

さなえＺターン  ハンドルの旋回操作

により植付部が自動で上昇し、旋回が

終わると電動モータにより植付レバー

を強制的に作動させて旋回後の植付部の下降と苗の植付開始を自動で行うので、旋回操作を

容易に行えます。 

さなえ苗レール  前後に各々設けた切替操作用のグリップにより、機体右側の予備苗載台を

上下二段に配置した状態から、前後に接続したフラットな苗レールに切り替えられます。補助者

による畦から苗レールへの苗補給と機体に搭乗するオペレータによる苗レールから苗タンクへ

の苗補給とを簡単に行え、苗補給作業を省力化できます。 

さなえハンドル  畦越えの時に、機体前部を軽い力で押さえて機体前側の浮き上がりを防止で

きます。また、エンジン停止スイッチを設けたことにより、機体前側からエンジンの停止操作がで

きます。 

デラックスステップ  ステップフロアの前側縁部分に、滑りにくい素材で凹凸が施された滑り止

め機能を備え、機体前側から乗り降りしやすくしました。 

3) コンバイン  好評を博している大

豆、そば、麦、雑穀対応汎用コンバイ

ンを高馬力化した「ＨＣ４００」を開発

しました。「エアーグレン」「ロールパ

イプ式コンケーブ」を備えています。 

エアーグレン  収穫した作物を風の

力で搬送することで、傷や汚れの無

い排出ができます。作物の搬送パイ

プ内での残留も防ぎます。 

ロールパイプ式コンケーブ  コンケーブを回転自在のパイプで構成し、茎や作物のささりを軽

減し、汚粒や損傷粒を少なくします。また、脱穀負荷の軽減効果で、作業能率も向上します。 
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4) 乾燥調製機  簡単な操作で高性能の籾

すり機「ＭＧ４３,５３」「ＭＧＰ５３」（ロール方

式）と「ＭＧＪ４３,５３」（ジェット脱ぷ方式）を開

発しました。「おしらせナビィ」・「パパッとせん

べつ」を備えています。 

おしらせナビィ  1 本のレバーで始動・循環・

排出に切り換えられるよう構成し、このレバー

の操作タイミングを、籾すり機の状態に合わ

せてランプが点滅してお知らせします。作業

中に籾すり機をチェックする必要がなく、適切

なレバー操作を行えます。 

パパッとせんべつ  選別板から籾すり部へ戻す経路に選別網を設け、お米をもう一度選別で

きるため、脱ぷ回数を減らすことができ、お米にやさしい籾すりができます。 

 

5） 野菜作機械  野菜移植機では、高能率作業

を実現した歩行型半自動野菜移植機ＰＶＨ１に、

新たに、往復作業で一畝に２条植えが行えるト

レッド１２０ｃｍ仕様「ＰＶＨ１－１２０ＷＬＬＧＸ」と、

熊本県阿蘇地域の畝幅に対応するトレッド５０ｃ

ｍ仕様「ＰＶＨ１－５０ＬＧＸ」を開発しました。 

また、淡路島の栽培体系に対応する植付条

間２０ｃｍの歩行型半自動往復４条植えたまね

ぎ専用移植機「ＰＶＨ２－１４５ＷＺＬ３ＨＧ」を開

発しました。 

野菜収穫機では、にんじん収穫機ＶＨＣ１１２

０用の「畝崩し装置」を開発しました。クローラ

の前方に装備したディスクとドーザーで、にんじ

んを収穫した後の畝を崩して畝溝を埋め、クロ

ーラが畝溝に落ち込んで機体が大きく左右傾

斜することを防止します。引抜搬送装置がにん

じんの茎葉部を確実に挟持でき、にんじんを適

切に収穫することができます。 

 



Intellectual Property Report 2013 
 

12 
 

6） 耕うん機  ＫＣＲで好評のロータリ専用機用うね立てプレ

ートを備えたロータリ専用機「ＫＭＲ４００」「ＫＭＲ３００」を開

発しました。「ロータリアップストップ」を備え、耕うん機の旋

回操作の際、ハンドルを持ち上げてロータリを上昇させると、

クラッチが切れてロータリが停止するので、足元を気にしな

くても安心作業ができます。 

また、女性や高齢者にも扱いやすく、安全性を高め、バリ

エーションを豊富にした車軸管理機「ＫＭ２７」を開発しまし

た。車軸管理機用「うね立てプレート」を備え、簡単な操作で

耕うんとうね立てが切り換えられます。 

 

２．農機関連商品技術 

業務用炊飯機、農業用施設に関する新商品の特徴及び今後の取り組みを紹介します。 

 

1) 業務用炊飯機  気泡洗米で好評を博している業務用洗米炊飯機ＡＲに、洗米機に供給する

水量を検出する「流量センサ」を織り込みました。これにより、流量センサによる水加減と、従来

の洗米機を満水状態にしてから米量に応じて水を抜く静水式の水加減とを兼ね備え、米量や浸

漬時間を配慮してユーザーの好みで選択できます。 

2) 農業用施設  愛媛大学と「農作物ハイテク生産システム」を共同研究しており、愛媛大学での

植物工場設計工学講座（寄附講座）では、高糖度トマト栽培技術の確立や「自走式植物生育診

断装置を含む知的植物工場システム」の研究を進めています。 

３．海外商品技術 

海外に投入した新商品の特徴及び開発の現況につき、各国別に紹介します。 

1) 欧州  プロ景観整備市場、農用市場向けに、

ユーティリティトラクタ「ＴＪＡ」シリーズを開発しまし

た。環境にやさしい排気ガス浄化装置、負荷変動

に素早く対応できるハイ／ローボタンシフト、小回

り旋回可能なスーパーフルターン等を備えていま

す。また、ロプス仕様も同時開発してラインアップ

を充実させています。 

 

2) 北米・オセアニア  ユーティリティトラクタ「ＭＦ４６００」シリーズを開発しました。高い基本性

能と操作性、信頼性、さらに新排出ガス規制対応エンジンによる環境性能を実現しました。 
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3) 中国  乗用田植機において施肥機仕様「ＰＺ

６０－ＨＤＲＴＦＥ１８」を開発しました。施肥機の

肥料ホッパに沿って手摺を設け、施肥機前方

のステップ上で苗や肥料の補給作業を行うた

めに同乗する補助作業者が、機体上で安全に

作業できます。 

また、中国市場での作物適応性を高め、高

速作業を可能にした汎用コンバイン「ＨＣ７５８」

を開発しました。「バードラム式扱胴」・「トリプル

フロー選別」・「大容量グレンタンク」を備えてい

ます。 
 

バードラム式扱胴  バーツース（棒状の扱歯）

を備えた円筒式扱胴の採用で、穀粒の損失を

抑えながら脱穀負荷を低減することができます。

また、複数のバーツースを一体的にドラムに着

脱可能な構造とし、摩耗時の交換容易化を実現しています。 
 

トリプルフロー選別  仕切り板により構成された３方向の送風路で揺動選別棚全面にわたって

送風し、効率良く選別できます。 
 

大容量グレンタンク  大容量１，２００Ｌのグレンタンクを搭載したので、排出回数が少なくて済

み、高能率作業を行えます。また、グレンタンクの後部に、左右に傾斜させるだけの排出オーガ

を備えています。この排出オーガにより、籾のトレーラへの直接排出から袋取り作業まで簡単に

行え、省力化を実現しています。 
 

また、世界最大の葉たばこ産出国である中国のたばこ栽培に対応する半自動たばこ移植機

において狭畝マルチ仕様「ＰＶＨ１－ＴＣＥ１８Ｍ」を開発しました。「畝ガイドローラ」・「マルチ押さ

え」を備え、畝追従性の向上を図ると共に植付ホッパーの上昇によるマルチフィルムの持ち上げ

を防止し、マルチフィルムを敷設した幅の狭い畝に適切に苗の移植ができます。 
 

4) 台湾  日本国内で好評のグリーンモード・ＡＴシフト等を装備し、現地の使用環境に対応した

高能率・高耐久のトラクタ「ＴＪＶ８０」を開発しました。また、高能率・高耐久の大型田植機・コン

バインを開発しています。 
 

5) 韓国  日本国内で好評を博している先進のＺ機能のさなえＺターン・さなえＺシフト・Newさな

えZロータを装備した乗用田植機「ＰＺ６３」「ＰＺ８３」を開発しました。 
 

6) 東南アジア  低価格で各国特有の作業条件や圃場条件に適応する高耐久の農業機械を開

発しています。 
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知的財産状況 

１．特許保有状況 

1) 国 内 

社内規程及び審査基準に基づいて厳選した発明を積極的に特許出願し、有効権利の取得と蓄

積に努めております。２０１３年３月末時点における保有特許件数は約２，７００件となっています。 

 

２０１３年３月末時点における主要３

商品（整地機、田植機、収穫機）及び

野菜作機械の保有特許件数は、当社

全体の保有特許件数の８８％を占めて

おります。 

 

 

2) 海 外 

欧州、米国、中国等のアジア諸国に厳選した知的財産の出願を行っています。保有権利数は、

毎年増加しています。また、アジア地域に対しては積極的に出願し、模倣排除に注力しています。 
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２．特許査定率、特許出願関係 

毎年高い特許査定率を維持し、２００４年～２０１０年まで全産業中第１位、２０１１年は第２位、

２０１２年は第１位です。 
 

年 ２００４ ２００５ ２００６ ２００７ ２００８ ２００９ ２０１０ ２０１１ ２０１２

特許査定率 ８４．６％ ８３．７％ ９０．４％ ８９．３％ ８５．８％ ８８．５％ ９１．８％ ９１．８％ ９４．７％

順位 １位 １位 １位 １位 １位 １位 １位 ２位 １位 

特許査定率＝特許査定件数/（特許査定件数+拒絶査定件数+取下・放棄件数）  

＊取下・放棄件数＝拒絶理由通知の後に取下げまたは放棄した件数 

また、日本における分野別公開数統計表において、２０００～２００６年の「農水産分野」で７年

連続第１位に続き、分野編成が変更された２００７年～２０１１年は「その他の特殊機械分野」で５

年連続第１位です。従って、通算１２年連続第１位です。 

 
※２００９年版から分野編成が変更され、農水産分野は、「その他の特殊機械分野」に包含されました。 

（特許行政年次報告書２００２年版～２０１３年版） 

 
表彰関係

 

１．受賞の歴史 

農業用機械技術の開発、育成、実用化による貢献に関連して国家勲章、国家褒章、科学技術

功労者表彰、発明表彰、文部科学大臣表彰、農業機械学会表彰等を受賞する多くの技術者を輩

出しています。 
 

１９５２年には、創業者の井関邦三郎が（社）発明協会の全国発明表彰を受賞し、１９９３年には、

当社が日本で始めて実用化に成功した自脱コンバインの開発と普及の功績として「農業試験研究

一世紀記念会会長賞」（農水省、農業試験研究一世紀記念会共催）を受賞しました。 
 

２００８年には、当社の伝統である知的財産重視の経営が評価され、『知財功労賞』（産業財産

権制度活用優良企業等表彰 特許庁長官表彰）を受賞しました。 

２０１０年度・２０１１年度には、農林水産省の「フードアクション・ニッポン アワード」研究開発・

新技術部門において、２年連続で優秀賞を受賞しました。 

２．発明表彰 

公益社団法人 発明協会の表彰は毎年受賞しており、現在、全国発明表彰１８件を含む１９６件

の発明表彰を受賞しております。創業者の研究開発に対するフロンティアスピリットを脈々と受け

継ぎ、知的創造活動による実用的な新技術の創出が当社の伝統になっています。 
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1) 受賞内訳 

 

 

 

 

 

 

 

2) 平成２４年度四国地方発明表彰 

     四国経済産業局長賞１件 

        特許第３４０４８３６号 施肥機の肥料エアー排出機構 

     発明奨励賞３件 

        特許第３６８７３５０号 トラクタの車速自動減速制御 

        特許第４８６８１３２号 大容量樹脂タンク搭載型コンバイン 

意匠登録第１２５０９９２号 乗用型苗移植機 

３．フードアクション・ニッポン アワード 

井関グループは、農林水産省に設置された「FOOD ACTION NIPPON 推進本部」の登録第１号

として参画し、食料自給率向上に貢献しています。 

当社は、この食料自給率向上のための優れた取り組みを表彰する「フードアクション・ニッポン 

アワード」の研究開発・新技術部門において、２０１０年度の「疎植田植機」、２０１１年度の

「業 界 初 ７条 刈 コンバイン『ＨＪ７１２０』の開 発 」により２年 連 続 で優 秀 賞 を受 賞 し、２０１

２年 度 には「業 界 初 ！『遠 赤 ヒートリサイクル穀 物 乾 燥 機 』の開 発 」が入 賞 しました。当

社 の技 術力が高 く評 価されたものであり、この技 術 力を発揮 して、更なる食 料 自給 率 の

向上に向けて低コスト農業を支援してまいります。 
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４．研究開発の主な受賞歴 

   

 
知的財産関連の訴訟情報

 

国内外共に経営に影響を与える知的財産権訴訟の継続中の案件はありません。事業、研究開

発の推進にあたって、細心の注意をはらい、知的財産戦略を着実に実行いたします。 
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社 名        井関農機株式会社 （ISEKI＆CO．，LTD．） 

本 社        愛媛県松山市馬木町７００番地 

本社事務所      東京都荒川区西日暮里５丁目３番１４号 

創 業        大正１５年（１９２６年）８月  

資本金        ２３３億４４百万円 （２０１３年３月３１日現在） 

従業員        連結：６，３２５名 （２０１３年３月３１日現在） 

事業内容      当社はつぎの製品の製造及び販売を主要な事業内容としております 

整地用機械・・・トラクタ、耕うん機、管理機、芝刈り機 

                 栽培用機械・・・田植機、野菜移植機 

収穫用機械・・・コンバイン、バインダ、ハーベスタ、野菜収穫機 

調製用機械・・・籾すり機、乾燥機、精米機、計量選別機、野菜調製機 

その他・・・・・・・作業機、補修用部品、農業用施設 

会社概要
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

業績推移 

■売上高（億円）                     ■営業利益（億円） 
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報告書に関するお問合せ先 

井関農機株式会社 開発製造本部 知的財産法務部 

〒７９１－２１９３ 愛媛県伊予郡砥部町八倉１番地 

Ｔｅｌ．（０８９）９５６－９８１０  Ｆａｘ．（０８９）９５６－９８１８ 

ＵＲＬ： ｈｔｔｐ：//www.iseki.co.jp/ 

Ｅ－ｍａｉｌ： ｐａｔ－ｍａｔｓｕｙａｍａ＠ｉｓｅｋｉ．ｃｏ．ｊｐ 
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